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6月30日、「さよなら志賀原発全国集会 in金

沢」に参加、７月１日から３日は能登半島地震か

ら半年たった被災地を視察しました。金沢市で

被災者支援を続けている山本由起子さん(前金

沢市議会議員)に３日間案内してもらいました。 

★・・・裏面に関連記事あり 

番号…関連写真  コメントは下記参照        

能登半島地震その時、志賀原発は 

「元日の地震で、志賀町では震度7の揺れ、志賀

原発の構内では震度5。安全性に問題ないという

が、2号機のタービンはガタガタで、オイル漏れ、

さらに敷地の中は79か所で地盤の亀裂があり、

被害の全容すら明らかになっていない。また、地

震発生後、志賀原発の半径30km内で、30か所

の道路で通行止めがあり、実際には避難できず 

１４地区で孤立した。今までの防災訓練は絵にか

いた餅だ」 さよなら志賀原発全国集会 in 金沢

の実行委員会共同代表の北野進さんは強く集会

参加者に訴えていました。翌日、同実行委員会

は、県庁と北陸電力へ廃炉と原子力政策の転換

を求める要請書を提出しました。 

珠洲原発立地予定地は地震で隆起 

珠洲には、関西電力、中部電力、北陸電力によ

る原発２カ所を建設阻止した住民活動があった。 

 

←①地盤調査した地点を北野進さん(前述)に案内して

もらった。「ここを案内するときは、もっと陸際を歩い

ていたけれど、地震でこんなに隆起した」という説明

をきき、もしもここに原発がと思うと恐ろしくなった。 
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まちづくりの主役は市民一人ひとりです 
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特集 視察報告 

能登半島地震から半年 

 

復興が遅いとみるか 

やっとここまでとみるか 

 

①珠洲原発立地予定地(寺家) 

志賀原発 

★物資の支援 

★畑プロジェクト 

⑦内灘町 

珠洲原発立地予定地(高屋) 

③宝立 

②正院 

珠洲市役所 

④和倉温泉 ⑤七尾港 

⑥道の駅食祭市場 

★女性支援 

★第三のこどもの居場所 

輪島市役所 

七尾市 
志賀町 

輪島市 

珠洲市 

穴水町

 能登町 

金沢市 

 

   

     

 

 

 

 

① 

② 

③ ④ 

⑤ ⑥ ⑦ 

 

②正院にあった７つの寺はみな崩れてしまった。少しずつ解体工事が始まっているが、右も左も家屋が倒壊。時が止まったような光景。 

③宝立は、津波と液状化で道路の中央にマンホール。写真右より 山本由起子さん、珠洲市議会議員浦秀一さん、田中、藤田真澄議員。 

④和倉温泉の海側の高層ホテルは被災。唯一再開の旅館に宿泊。２階は郵便集配の方が素泊まりで継続業務。 ここより以北に宿泊先なし。 

⑤⑥七尾港の護岸は沈み県が修復。隣接の道の駅は建物の周りが液状化。 角三外弘さんが案内。 ⑦内灘町立西荒屋小学校前郵便ポスト。 

 

 

家屋倒壊、津波、断水、孤立…。 

半島だからを言い訳にしないで! 

 

 

 
作業員の宿泊先にトレーラーハウス設置 

mailto:tanaka-noriko@live.jp


 

市民目線で 暮らしと政治をつなぐ  
特集 能登半島地震半年後 ボランティア活動を視察 

         暮らしに香る本シリーズ㉗  

流浪の月 

凪
なぎ

良
ら

ゆう 

 最初に父親がなくなり次に母親も居なくなる。母は

再婚のため９歳の娘更紗(さらさ)を姉に預けた。更紗

は母と不仲だった叔母の家に引きとられ、叔母の中２

の一人息子は夜、更紗の部屋に入ってくる。 

 家に帰りたくない更紗は公園で時間をつぶしている

と、同じく公園で会う19歳の大学生文(ふみ)に声をか

けられる。「帰らないの？」「帰りたくないの」「うちに

くる？」ということに。 

 ２ヶ月後、文と動物園に出かけると、すでにニュース

で報じられていた行方不明の更紗は見物客に通報さ

れて警察が来、更紗は被害者に、文は加害者となっ

た。それから 15 年の時を経て再会を果たした更紗と

文は、共にどこか遠くをめざして生きていくことにな

る。 

 凪良ゆうの小説を読むことは、自分の中にある優し

さを疑う契機となる、と吉田大助の解説文です。この

中でストックホルム症候群という言葉に出会いまし

た。夫がタブレットで調べてくれました。    （宮下） 

  地震後、道路、橋、上下水道、電気、インターネットなどの環境がすべて使えない状況を想定

したことがあるだろうか。とても自治体で対応できる災害ではないと思った。珠洲市では、５

月連休明けぐらいから、倒壊家屋の解体が始まった。地元の作業員に加え、他市から４５０人

以上の作業員がチームを組んで作業する。あちらこちらに、プレハブやトレーラーハウスがあ

った。作業員の宿泊先とのこと。また、解体するといっても、使える家財道具をしまう場所もな

く、困っているという話も聞いた。自分で水道管をつなげたと話す住民もいた。長期化する被

災者たちへの支援を視察した。 

 

金沢市社会福祉協議会の一角に

被災者に支援物資を配るスペースが 

あった。はじめは、毎日

長い列で、整理券を発行

するほどで、震災直後に

要望が多かったのは、尿

漏れパットや下着だったという。  

ケートをとったら、半数が悩み事を相談できる

人がいないという状況で、この居場所をもっ

と活用できるようにし、また、仮設住宅にも往

診に行きたいと話していた。 

 

 

 

「じっくらあと」は、小学４年生から

高校生までの第三の居場所。中学、 

高校の統合により、選択肢

がなくなり一度つまずくと

生きづらくなるため、第三

の居場所をと福祉部に相談

した。2F・３Ｆを賃貸料、光

熱費は無償で借りることが

できた。震災後は、避難所

や仮設住宅では、勉強や遊

ぶ場もますますなくなっ

た。２Ｆには、漫画図書室や

ビリヤード、半個室の勉強

コーナー、3Ｆには、防音室

や和室、ダンスができる部

屋などこどもたちの意見をとり入れてリフォ

ーム。「こどもの話は傾聴。解決を求めていな

い。聴いてほしいと思っている。それを受け

止めるようこころがけている」と事務局長の

小浦明生さんは語る。 

長期化する避難生活の中、人との

つながりや暮らしに喜びを感じる支 

援へと広げていた。畑プロジェクトを立ち上

げ、野菜づくりを始めた。また、被災家屋から

でた着物をほどき、新たなものづくりの定期

的な開催を楽しみにする方もいるという。 

 ねがみみらいクリニックの２階は、女

性がほっと一息つける居場所だ。院 

長の根上昌子さんは「避難生活の食事は、炭

水化物を多くとりがち→ビタミンが欠乏→スト

レスもビタミン減少の原因→キレる・イライラ・

やる気がでない。だから、総合ビタミン剤を服

用するといい」と話す。また、被災直後は、お風

呂も入れず、下着も取り替えられない。パンテ

ィライナーの使用をすすめ

たという。 

 

被災者に届ける安心パ

ックは、全国から届いた手

作りの巾着袋。最近は、袋

を開けてほっとする癒し

系グッズを入れている。化

粧水や日焼け止め、ヘアピ

ン、絆創膏、綿棒、笛とセッ

トの防犯ブザーなど。必ず入れるのが手作り

チラシ。避難所生活で、性暴力などがあった場

合、望まない妊娠を避けるため、７２時間以内

にピルを服用できるよう届ける等、災害女性

支援プロジェクトを通じて支援している。アン 

 

 

教育現場の教師からのつぶやき⑥ 

 

夏休み 

 

あっという間に 1学期が終わりました。 

７月は期末テストの採点、成績処理、出欠数確認…

授業も並行して進めていきます。大忙しです。生徒た

ちはテストも終わり、夏休みも近いので授業の手を緩

めてくれと言いますが、そういう訳にはいきません。 

１年間でやらなければならない事は膨大なのです。夏

休みにゆっくり好きな事をしてね。 

私は夏休みにパリパラリンピックの応援に行く気

満々で、あちこちの旅行会社にコンタクトしていたの

ですが…。オリンピックツアーはあるのに、パラリンピ

ックツアーは見つかりませんでした。どうして？オリン

ピックはテレビでも沢山放送されるので、行かなくと

も見て、応援できます。パラリンピックは放送も殆ど

なく、ツアーもなく…『悔しいです！』 

（YAPPY） 

輪島市役所と珠洲市役所 

 災害対策本部となる市役所の半年後はという

と、輪島市役所(写真左)は、新しく頑丈だった

けれど、正面玄関は手つかず状態。珠洲市役所

(写真右)は、外部電源だろうか、外に並んでい

た。コンテナのトイレも外にあった。 

  

      ○▲□お知らせ伝言板●△■○       070-2172-8480(予約・連絡・活動用) 

能登視察報告会 予約不要 
職員が講師の出前講座 ①②➂    主催 木更津市 

① 高齢者福祉サービスについて         ① 木更津市の道路の維持管理について 

１０月１日(火)13:30-15:00 

          八幡台公民館 学習室 
▶資料準備の都合上 9月 26 日までに予約 

木更津市の道路は、地震による液状化は大丈夫? 

シルバーカーはどこを走ったらいい? どんな基準

で道路整備してる?  

職員のお話を聞いてみましょう。 

８月 20日(火)19:00-20:00 

八幡台公民館 学習室 

この通信では、書ききれなかったことを、

写真を中心に田中のりこがお伝えします。 

 暑い日が続くので、夜に開催します。 

▶予約は不要。 

▶数人単位でも報告会に伺います。要相談。 

主催 田中のりことみんなの会 

８月２７日(火)9:30-11:00 

           八幡台公民館 学習室 
▶資料準備の都合上 ８月 22 日までに予約 

「介護認定を受けていない高齢者の福祉サービ

スは、なにがあるのか教えてほしい」 

みんなのおしゃべり会では、この講座を開催して

ほしいという声があり、企画しました。 

③みんなで育てるまちの公園～良好な公園環境の維持のために  企画予定 日程未定 

 

 

教育のひろば 


